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NEWS　 LETTER

①出身大学は？／三重大学　平成
　19年卒、医師7年目です。
　研修医～今まで三重の南から北

　まで主要病院を転々と移動してきました。
　伊勢赤十字、三重中央医療センター、三重県立総合
　医療センター、山本総合医療センター（現：桑名東
　医療センター）、三重大学病院を経て、7月より三重
　病院で勤務させて頂いております。
②専門は？／小児科です。昨年小児科専門医を取得し
　ました。4月から大学院生となり、三重病院の研究
　室でお世話になっております。

●小児科 中 村  晴 奈 先生
　庵原院長、菅先生のもとで感染症や予防接種の研
　究、勉強をさせて頂く予定です。
③今まで三重病院との関わりは？／勤務させて頂くの
　は初めてです。津応急診療所で勤務させて頂いた
　際に患者さまを紹介し、三重病院の先生方にはお世
　話になりました。
　その他、医学生の２年間、小児糖尿病キャンプに参
　加し、その際に少し三重病院の先生方、スタッフの
　方々、Ⅰ型糖尿病の児と関わらせて頂きました。
④抱負は？／まだまだ未熟ですが、みなさんに支えて
　頂きながら成長し、お役に立てる小児科医になれる
　よう頑張りたいと思います。
⑤外来診療は？／金曜3診を時にさせて頂いており
　ます。

　７月から三重病院でお世話にな
ることになりました小児科の平山
淳也と申します。三重病院は木々に
囲まれていてとても落ち着いた雰

囲気の病院だと思います。自分が主に担当させてい
ただいている2病棟では、急性期で治療が必要な子

●小児科 平 山  淳 也 先生

医療安全管理室からのお知らせ 9
“超音波検査は優しく衛生的”
　超音波検査室では、平成２４年５月より超音波検査
終了時の検査ゼリ－を拭き取る際に使用するタオル
を木綿タオルから紙タオルタイプに変更しておりま
す。従来の木綿タオルは洗濯後滅菌して使
用していました。繰り返し使用できるため
経済的ですが、繰り返し使用していくと柔
らかさが失われ、肌の弱い患者様において
は検査ゼリ－の拭き取り時に苦痛を与える
場合が稀にありました。紙タオルタイプは
毎回新品となります。また、使用時にアル
コ－ルを少量使用できるので感染対策にも
十分対応できています。
　また、冬季はひと肌程度に温めることが
できます。柔らかさは常に一定ですので肌

の弱い方にも安心して使っていただけます。検査終
了時にアルコ－ル過敏かどうかを確認いたしておりま
すのでアルコ－ル過敏の患者様も安心して検査を受
けられます。
　アルコ－ル過敏の患者様にはアルコ－ルを使用せ

ずに対応させていただいており
ます。 
       （副検査技師長　日吉達也）

新任医師紹介 7月1日付けで着任しました新任医師の自己紹介［第２弾］です。

やアレルギーなどで長期の治療を頑張っている子
がたくさんいます。少しでも頑張っている子供たち
の力になれるよう、努力していこうと思います。
　これから外来や病棟でお会いすることがあると
思いますが、どうかよろしくお願いいたします。

アルコールを含んだ湿った紙タオルが
自動で出てきます
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